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現代の科学５　大気汚染の科学

大気汚染のしくみ

汚染の原因となる物質

　SOx（硫黄酸化物） NOx（窒素酸化物）、オキシダント、 

　ダイオキシンも飛散、硫化水素、アンモニア、・・・

悪臭も、二酸化炭素も・・・。

大気汚染の歴史

　産業革命後、石炭の燃焼の増加

ロンドンのスモッグ(smoke+fog)・・・主に二酸化硫黄（亜硫酸ガス）が原因。ぜんそくなどの症状。

　19世紀から顕在化。

　1952年、ロンドンで12000人の死者。（ロンドン・スモッグ事件）

＊石炭、石油に含まれる硫黄

１）もともと生物のタンパク質は硫黄や窒素を含む。

２）石炭は三角州で堆積、上下を海成層ではさまれる…海水には大量の硫酸イオンが存在→有機物で還元され、硫黄として石炭に混入。

　石油はもともと海底に堆積したプランクトンの遺骸が材料。硫黄あり。

石炭・石油を燃やすと、二酸化硫黄を生じる・・・大気汚染、酸性雨…

NOx（窒素酸化物）高温の燃焼　空気中の窒素と酸素が化合

同じく酸性雨の原因、光化学スモッグにも関係

VTR教材「けやきの証言」1971　大気汚染が問題化した頃の東京、中雄一制作

夏に落葉するケヤキの木から大気汚染を探るドキュメンタリー

（番組のあとの話）

アメリカの大気汚染防止のマスキー法、自動車エンジンの排出する汚染物質1/10に規制

　1971年12月、ホンダが初めてマスキー法をクリアしたと発表

　オイルショックとともに、大気汚染の減少につながる。

鉱山開発、精錬（製錬）と大気汚染

日本の鉱山…硫化金属鉱物が中心

特に明治期以降、富国強兵の基盤は鉱山、足尾、別子、日立、小坂などの銅山経営に重点をおく。一時日本の産銅量は世界有数の位置に

銅鉱石の製錬

　硫化鉱物→硫黄と金属を切り離す

　硫黄は酸素と結びついて二酸化硫黄になり、放出。

　・・・鉱山は周囲に二酸化硫黄の煙をまき散らす

　　　　＝酸性雨、酸性霧の問題。植生の破壊。健康被害

　明治末期～大正年間、多くの鉱山で問題化

　いわゆる鉱毒水問題（足尾）よりも一般的だった。

日立鉱山の煙害対策

　中世からの赤沢鉱山を明治期に久原鉱業（後の日本鉱業、日産グループ）が買収、日立鉱山として開発。

　事業拡大・・・製錬所の設置、増産に伴い、大気汚染増加。

　二酸化硫黄による、森林・田畑の被害、健康被害＝煙害

　煙害のコントロールを企図　煙突の改良（命令煙突、希釈）

→鉱山周囲の山の上に１３ヶ所の有人観測所を設置、

　電話連絡網で煙の動きを監視：排煙量をコントロール

　農業被害に対する補償・・・生産量の増大と共に増加

　鉱山にとっても経済的な負担、政府からの増産要求

　根本的な解決策として、世界一の高い煙突の建設を計画

　まず、１年を通じての風向、風速を気球で観測。

・・・世界でも初めての本格的な高層気象観測

逆転層を越えるために必要な煙突の高さを割り出す。

（煙突の上空に逆転層があると、煙が上昇を妨げられ、地表付近に滞留する）

　シュロ縄と丸太で足場を組み、標高323mのところに156mの高さの煙突を建設。鉄筋コンクリート製（当時は煉瓦が主流）、建設当時世界一の高さ。

　上空の偏西風に乗って拡散、周辺の被害激減。

＊東側が太平洋であるという位置の幸運もある

　最終的には、脱硫装置の設置と自溶炉の開発で煙害は終熄。

　住民側と企業側のねばり強い交渉、問題解決への努力。

　社長の決断、優秀な技術者の活躍

　これらが90年前に環境問題解決の大きな成果を挙げた。

　日本の鉱山史上、幸運な一例。







